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論文内容要旨

 抗核抗体は細胞核,或いは其の構成分と反応する一群の抗体で,自己免疫疾患,すなわち自己

 免疫的機序に基づく疾患を証明する血清学的な異常所見として知られていたものであるが,最近

 抗核抗体が胃癌患者にも発見されたと殺告されている。私は胃癌乏含む諸種悪性腫瘍患者118

 例と健常対照者154例の抗核抗体を螢光抗沐間接法を用いて検索して次の結果を得た。1
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 2悪性腫瘍患者における抗核抗体は年令の進むにつれて陽性率が増加し,60才代で最高にl  /
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 達するが,71才以上では急激に低下する。1

旨

 31悪性腫瘍患者と健常対照者の抗核抗体の陽性率は,悪性腫瘍4ε0%,健常対照22.0%

 で,両者の差は推計学的に。.1%の危険率で有意である。

 4.出現した抗核抗体の陽性度は,悪性腫瘍患者と健常対照者では,いずれの陽性度において

 も悪性腫瘍患者に高く,其の差は1%あ危険率で有意であらた。'

 5.消化器癌と他の悪性腫瘍の抗核抗体の出現頻度は,消化器癌に高く,各陽性度についても陽
 性率は消化器癌に高い。この陽性率の差は推計学的に1%の危険率セ有意であった。

 6.悪性腫瘍患者,健常対照者共に其の抗核抗体の陽性率は男女間に有意の差は認められなか

 った。
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 審査結果の要旨

 著者は胃癌を含む諸種悪性腫瘍患者118例と健常対照者154例の抗核抗体を蛍光体間接法

 を用いて検索して次の結果を得ている。

 1.健常対照者にも抗核抗体は出現し,其の出現率は年令と共に増加し,70才代で急増する。

 2悪性腫瘍患者におサる抗核抗体は年令の進むにつれて陽性率が増加し,60才代で最高に達

 するが,71才以上では急激に低下する。

 3.悪性腫瘍患者と健常対照者の抗核抗体の陽性率は,悪性腫瘍45.0%,健常対照22.0%で

 ある。

 4.出現した抗核抗体の陽性度は,悪性腫瘍患者と健常対照者では,いずれの陽性度においても

 悪性腫瘍患者に高い。

 5.消化器癌と他の悪性腫瘍の抗核抗体の出現頻度は,消化器癌に高く,各陽性'度についても陽

 性率は消化畢癌に高い。

 6.悪性腫瘍患者,健常対照者共に其の抗核抗体の陽性率は男女間に有意の差は認められない。

 したがって,本論文は学位を授与するに値するものと認める。
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